
グラフ凡例

当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。

※　平成24年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

経営比較分析表（平成28年度決算）

埼玉県　白岡市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人）
面積(km

2

) 人口密度(人/km

2

)

24.92 2,096.99 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％)
1か月20ｍ

3

当たり家庭料金(円)
処理区域内人口(人)

処理区域面積(km

2

)

法非適用 下水道事業 農業集落排水 F2 非設置 52,257

処理区域内人口密度(人/km

2

)
－

- 該当数値なし 2.83 100.00 3,132 1,483 0.61 2,431.15 【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①収益的収支比率

　H24年度からH27年度まで（H25年度は除く）は概ね６割の水準となって

いるが、今後、改築更新等の費用が増加する見込みであることから、更

新投資等に充てる財源の確保等を含め経営改善を図る必要があると考え

る。

④企業債残高対事業規模比率

　類似団体平均値と比較して、高い水準となっているが、これは当市が

これまでに農業集落排水の整備を積極的に実施してきたことにより企業

債残高が多くなっていることと、使用料水準が類似団体よりも低いため

と考えられる。年々債務残高は減少傾向にあるが、今後改築更新等の費

用が増加する見込みであることから、債務残高は増加すると考えられ

る。そのため、定期的な料金設定の見直しを実施し、適正な使用料水準

の確保が必要であると考える。

⑤経費回収率

　汚水処理に係る費用を使用料で賄えておらず、使用料収入も大きな増

減もない状況である。維持管理費用の支出がまた、類似団体平均値より

も低い水準となっていることから、今後改築更新等が見込まれ、汚水処

理費の増加が予想されるため、更新費用等に充てる財源を確保しつつ、

適正な使用料水準の確保が必要であると考える。なお、H28年度の経費回

収率が上昇している理由は、分流式下水道等に要する経費について、統

一された適正な算出方法での計上を行うようにしたためである。

⑥汚水処理原価

　H24年度以降、類似団体平均値と比較しても、汚水処理コストが大幅に

増加傾向にある。今後改築更新等が見込まれることから、汚水処理費の

増加が予想されるため、水洗化率を向上させ有収水量を増加させる取組

が必要であると考える。なお、H28年度の汚水処理原価が減少している理

由は、分流式下水道等に要する経費について、統一された適正な算出方

法での計上を行うようにしたためである。

⑦施設利用率

　当市の施設利用率は、H27年度までは類似団体平均値よりも高く、H28

年度においてもほぼ平均値となっており、概ね施設を効率的に利用して

いる状況である。今後、さらに水洗化率を向上させることにより、より

効率的な利用が図られると考える。

⑧水洗化率

　類似団体平均値よりも高い数値となっているが、86％程度の水準であ

り、水洗化率を向上させることにより、使用料収入の増加が見込まれる

ことから、今後も水洗化率の向上に努める必要があると考える。

「単年度の収支」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

2. 老朽化の状況について

　当市における老朽化の状況については、法定耐用

年数を超えた管渠がないことから、管渠老朽化率及

び管渠改善率は数値化されていない。

　しかし、今後、法定耐用年数に到達する管渠があ

ることから、改築等の財源の確保や経営に与える影

響等を踏まえて、経営改善の実施や投資計画等の見

直しを行う必要がある。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「使用料対象の捕捉」

2. 老朽化の状況

全体総括

　現状では、基準外繰入金を受け入れることにより

不足額を補填している状況にあり、今後、更なる維

持管理費の増加が見込まれ、基準外繰入金も増加す

る見込みである。こうした中、営業収益増加のため

効果的な水洗化率の向上策を実施するとともに、経

費削減に向けた取組を行う必要がある。

　中長期的な視点での経営計画がないことから、今

後の事業経営にあたっては、施設の経年劣化に対応

した更新費用も見据え、料金改定も含めて投資採算

性を踏まえた収支を基に、長期経営計画を策定し事

業運営を行うことが必要である。

「施設全体の減価償却の状況」 「管渠の経年化の状況」 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況」
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【914.53】

【85.01】【59.15】【276.78】【55.73】

【1.58】

該当数値なし 該当数値なし

該当数値なし 該当数値なし


